
安来市立伯太中学校だより          つながり、考え行動する伯中生 

 

 

学校教育目標「自己を見つめ、他者と協働し、未来を拓く生徒の育成」 

                                   令和６年１１月２０日号 

 今年度の音楽祭は安来二中と合同で行いました。また、

伯太町内小中連携の取組の一つとして、町内４小学校より

６年生（複式学級は５年生も）に参観していただきまし

た。一緒に合唱曲にも取り組んでいただきました（「空も

飛べるはず」）。吹奏楽部は、「鳩と少年」「怪獣の花唄」

「ロマネスク」を発表しました。合唱コンクールの結果は

次の通りです。 

・最優秀賞：３年１組 

・最優秀指揮者賞：田中 晴稀さん 

・最優秀ピアニスト賞：多久和 桜音さん 

３年生は難曲に取り組みましたが、聴く人の心に歌詞の

内容が届くような表現力がありました。指揮もピアノもよ

く練習され、歌との一体感がありました。 

どの学級の合唱も、全員が「自分たちの合唱をつくりあ

げたい」という共通の思いをもって協力してきたことが伝

わる、素晴らしいハーモニーでした。 

協力して物事を成し遂げることの喜びや感動を体験し、

人と協働しようとする前向きな心や社会性・社交性の向上

につながればと思います。 

来場いただきました皆様、ありがとうございました。 
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 ３年生が家庭科で学習する「家族・家庭生活」の中

に、「幼児の生活と家族」という項目があります。 

次の事項を身に付けることがねらいです。 

・幼児の発達と生活の特徴がわかる 

・子どもが育つ環境としての家族の役割について 

理解する 

・幼児にとっての遊びの意義と幼児との関わり方に 

ついて理解する 

・幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫する 

 

11 月 12 日には３年生が認定こども園母里で保育実習

を行いました。学校司書と家庭科授業担当教員が連携

し、保育実習での絵本の読み聞かせについて生徒とと

もに準備を進めてきましたが、この日は一人ひとりの

生徒が園児に対して読み聞かせを実施することができ

ました。 

 11 月７日、８日、12 日に伯太町認定こども園・小学

校・中学校連携協議会（Ｅネットはくた）生活づくり

部の活動として、町内４つの小学校であいさつプロジ

ェクトを実施しました。 

町内各地区の中学生が出身小学校を訪れ、登校児童

にあいさつをしました。安田小では児童も一緒にのぼ

り旗をもってあいさつを行っていました。赤屋小で行

った活動では、代表生徒があいさつの大切さについて

のメッセージを述べました。代表児童もそれに対して

メッセージを返していました。井尻小と母里小でもあ

いさつプロジェクトを行いました。 

あいさつはマナーの基本であり、コミュニケーショ

ンを行う上でとても大切です。 

伯太中のキャッチフレーズ、「あいさつは伯太中の自

慢」を今後も大切にし、明るい学校や地域づくりにつ

なげていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定こども園で 

小学校での活動 



 11 月１日、新しいＡＬＴの先生が着任されました。 

ジェシー先生です。着任式では、代表生徒が英語で歓

迎のことばをのべ、生徒全員で”Welcome to 

Hakuta Junior High School!”と言いました。 

ジェシー先生との新たな出会いを契機として、英語

を用いたコミュニケーションの力や国際感覚を高めて

ほしいと思います。 

 吹奏楽部が赤屋地区文化祭で演奏しました。 

「鳩と少年」「ケセラセラ」「怪獣の花唄」を披露した

後、大きなアンコールをいただき、「ロマネスク」を演

奏しました。多くの皆様に喜んでいただけてよかった

です。 

Jesse Quiz!（授業での自己紹介より） 

Q1 What country is Jesse from? 

Q2 What does he like to do? 

Q3 What is his favorite Japanese anime? 

 「しまね教育の日」の 11 月１日、本校は「令和６年

度優れた教育活動表彰」を受けました。令和５年度第

55 回中国地方放送教育研究大会（島根大会）・第 37 回

島根県メディア教育研究大会（安来大会）に向け、Ｉ

ＣＴを活用した協働的な学びを推進したことが評価さ

れました。 

大会では、令和５年度までの本校の取組と、令和４

年度第２学年１組の道徳の授業を紹介しました。 

映像資料の活用による理解の促進や、タブレット端

末を用いた意見の共有の様子をご覧いただき、参加者

の皆様や指導助言の先生方から今後授業を進めていく

上で貴重なご助言をいただくことができました。 

教師から「教わる」授業ではなく生徒が「学ぶ」授

業を展開し、生徒が自律的に自己の学びを調整してい

けるよう、今後も取組を継続してまいります。 

 安来市では、環境問題への意識向上のため、市内の

小学４年生から中学３年生までを対象に環境イラスト

コンテストが開催されています。 

 今年度のテーマは「ＳＤＧｓ」で、その中の６つの

目標に沿ったイラストが募集されていました。 

 本校からは次の生徒が受賞しました。おめでとう！ 

■中学校の部（１年生）  ■中学校の部（２年生） 

 最優秀賞 大谷竜生さん  優秀賞 前田未央さん 

  優秀賞 泉住和花さん   入選 山岡美友さん 

   入選 泉住幸花さん 

 

■中学校の部（３年生） 

   入選 長谷川ひよりさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こたえは右下にあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Jesse先生と 赤屋地区文化祭で 

優れた教育活動表彰 

環境イラストコンテスト 

Jesse Quiz答え：Australia / watching sports / One Piece 



 ３年生は、10 月末の道徳の時間に加納莞蕾さんの生き方に

ついて学びを深め、平和について考える時間をもちました。

そして 11 月１日には加納美術館を訪れ、加納名誉館長様から

直接お話をうかがうことができました。 

筦蕾さんの「永遠の平和は、次の世代に求め、これを子ど

もたちに期待せねばならぬ」という願いについて教えていた

だき、戦争のない平和な社会の実現に向け行動すべきことに

ついて考える貴重な時間となりました。 

（生徒の感想より） 

戦時中や戦後のことについて、実話や絵から知ることができとて

も良かった。自分の間違いを認めることのできる人を処罰しないと

いう考えが心に響いた。平和のバトンをつなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事マナーアップ週間！ 

期間：11 月 18 日（月）～22 日（金） 

目的：伯太中校区全体で 

食事のマナーアップをめざす 

 

 Ｅネットはくた健康づくり部では、食事

のマナー向上に向けた取組を行っていま

す。こども園・小学校・中学校共通のめあて

は「いただきます・ごちそうさまを言おう」 

です。本校独自のめあては「苦手なものでも

一口は食べよう」です。 

 本校では、給食委員が中心となってポス

ターの掲示や放送での説明などの活動を行

います。タブレット端末を用いて、取組の振

り返りも行います。 

ご家庭でも食事のマナーについて話題に

していただけたらと思います。 

２学期末面談、授業公開 

期間：12 月９日（月）～16 日（月） 

 

 面談時間や場所については、各学級から

のお知らせをご確認ください。 

 期間中、５校時の授業を公開します。 

 全学級の学習の様子をご覧いただけま

す。お子様の学年以外の授業の様子もぜひ

ご覧ください。 

【裁縫指導にご協力いただきました地域の皆様】 

岩佐志真子様、遠藤泰史様、門脇美佐江様、千代原睦美様、 

栂瀬由美子様、永井美代子様、中山恵美子様、長谷川伊津子様、

原美音子様、村上都子様、八幡まゆみ様 ありがとうございます！ 

永遠の平和は 

相談 LINE、イチハヤク 

子育てや親子関係について悩んだ時に、

こども（18 歳未満）と保護者などが相談で

きる相談 LINE があります（無料・匿名可

能・秘密厳守）。 

また、「虐待かも」と思った時にすぐに相

談できるダイヤル 189 があります。 

専門性の高い相談員による対応です。 

学校で配付したチラシやこども家庭庁ホ

ームページから確認できます。 


